　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事例検討会＞　　　　　　　　　　（講座No．１０５３０）




　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※講師は都合により変更される場合があります



本セミナーは、日頃の心理臨床の現場で、心理査定のためにロ・テストを使用しておられ、さらにロ・テストの解釈力をつけたいと考えておられる方々のためのものです。ロ・テストに期待されるのは、クライエント一人一人のパーソナリティ特徴や病理を的確に捉え、クライエントの治療や処遇方針を立てることに生かすことです。そのためには、個々のロ・テストデータを丁寧に読み込む経験や、子どもから成人までの、また異なる病理を持つクライエントのロ・テストデータを知ることが大切と思います。


われわれの心理臨床の場は、一人職場であることも多く、ロ・テストのスーパーヴィジョンを受ける機会を得ることは、なかなか困難かと思います。そこで事例発表をすることで、講師や参加者と共に自験例を丁寧に検討しなおす経験は、日頃一人では気づきにくい自分の解釈のクセや盲点を知る良い機会になると思います。多くの方々の参加と、実りある意見交換を期待しています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専修大学教授　藤岡　新治

















心理臨床講座３








本講座は臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとして要件が満たされた場合、臨床心理士


資格認定協会へ申請予定です。　承認された場合はホームページに掲載いたします。


○期　　　日　：２０１０年７月１０日（土）・１１日（日）


○受講対象：ロールシャッハ・テストにおける片口法のスコアリングを習得済みで、かつ基礎的な解釈が可能な方で、個々の事例を通してより深い解釈を学びたい方。


事例の提出がない場合もお申込みできますが、事例提出者を優先させていただきます。事例の提出がない方につきましては、先着順に受付け、６月に受講可否の連絡をいたします。


○事例提出：事例の提出締切日は５月１８日（火）です（提出が遅れる場合はご連絡ください）。


選考のうえ８ケースを採用します。（事例は返却いたしません）スコアリングは片口法に限定。事例は、反応の全逐語記録と、スコアリング記録（金子書房刊の記録用紙Rorschach Data Sheet、またはそれに準ずる）を添え、所定の用紙（※1）の各項目、特に、必ず詳しい解釈を書いて提出して下さい。採用された事例は、生育歴をのぞいた資料を事前に参加者全員に配布いたします。生育歴を含む資料は講座当日に配布いたしますが、この資料は講座終了後にすべて回収いたします。


※１ 所定の用紙は、ホームページの申込書の２ページ目以降にあります。または、申込書の通信欄に所定用紙希望とご記入いただければ事務局より送付いたします。お送りいただいた事例は当財団が責任をもって断裁廃棄いたします。


○定　　　員：３０名（１５名２グループ）･･･定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください。　


○受 講 料：１８,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


○主　　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団


○会　　　場：明治安田こころの健康財団　８階講義室（実習は２グループに分けて開催）


東京都豊島区高田３－１９－１０　　　Ｔｅｌ：０３－３９８６－７０２１


交通手段：ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場」駅より徒歩７分








ロールシャッハ解釈法<中級>








【プログラム】





日 程�
時　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
７月１０日


（土）�
10:00～12:30�
ケース検討（１）　


２グループ�
Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ　 東京国際大学教授 中村　留貴子


Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ　 専修大学教授     藤岡　新治�
�
�
14:00～16:30�
ケース検討（２）　


２グループ�
Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ　（前掲）藤岡　新治


Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ　（前掲）中村　留貴子�
�
７月１１日


（日）�
9:00～11:30�
ケース検討（３）


２グループ�
Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ　 筑波大学大学院教授　小川　俊樹


Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 　東京都教職員互助会三楽病院精神神経科


溝口　るり子�
�
�
13:00～15:30�
ケース検討（４）


２グループ�
Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ　（前掲）溝口　るり子


Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ　（前掲）小川　俊樹�
�
�
15:40～16:10�
質疑応答�
（前掲）藤岡　新治


（前掲）小川　俊樹


（前掲）溝口　るり子�
�









